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ブラジルで産出し 

ためのうの断面。 

ガラスのような光沢や、 

脂肪のようにぬるぬると 

した光沢を持つ。 素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕を示す。 

ケイ酸塩鉱物 
鶏‘gと‘奔」ン』』躍堰罫こ伽輪趣 

めのう 
玉髄のなかまで、微細な 

石英の結晶が集まってで 

きている。 

ハンマーでたたくと 

貝殻状の断口があら 

われる。 

玄武岩などの火山岩中に見 

られ、内部にある晶洞の内 

側を覆う円心円状や不規則 

な層として形成される。 
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玉髄の―種 

とても小さな石英の結晶が集まってできた鉱物を「玉髄（カル 

セドニー）」といい、そのなかでも、さまざまな色ゃ透萌度で円 

心円状の縞模様が描かれたものを「めのう」と呼ぶ。めのうの縞 

模様は含まれるネ縄物によるもので、色は白色、事諸琶、灰色が 

多く、ほかに褐琶、赤色、緑色を帯びたものや、それらが組み合 

わさったものもあり、変化に富んでいる。また、木が化石化して 

有機物がめのうに置きかわった「めのう花呆（蓬化呆）」、外周 

に窺前的な縞模様が並んだ「景観めのう」、菩状ゃ椅枝状の包肴 

物を含む「苔めのう」、表面にまっすぐ平行な縞模様がある「オ 

ニックス」などもある。 

▼ブローチに加工されためのう。 

▲力ボション・カットが施されためのう。 

マダガスカル二■ 

ドィッ ~ 

北海道や東北地方で 

、‘産出する。 

インド ＝ 
ヒンドスタン地 

方で質の良い苔 

めのうが産する。 

▼小石状のめのうc ペルー産。 

世界的なめのう産業 

めのうの多くは装飾品やアクセサリーに加工され、商 

品価値を高めるために着色が施されることもある。ドイ 

ツのイダー・オーバーシュタインという町では、1500 

年代半ば頃から質の高いめのうが産出し、めのうを研磨 

加工する産業が発展。現在では、ブラジルやウルグアイ 

など他国から輸入しためのうを利用した装飾品の産地と 

しても世界的に有名だ。なお、装飾品として利用できな 

いめのうは、硬度の低いものを磨く研磨材や、薬品など 

をすりつぶすための乳棒や乳鉢などに加工される。 

アメリ力 些 
アリゾナ州に世界で 

最も有名なめのう化 

木がある。 

ト縞模様を生かして 

海の風景が描かれ 

ているめのう。 

▲樹枝状の包有物を含むもの 

は、「苔めのう」と呼ばれる。 
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